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がん医療について②（診療ガイドライン）  

こ指摘されている事項＞  

）診療ガイドラインの整備と活用が必要  

（現状）  

（）厚生労働科学研究費補助金（医療安全・医療技術評価総合研究事業）において、   

学会等が作成するEBMの手法による診療ガイドライン作成の支援を行っている。   
がんについてはこれまでに乳がん、肺がん、肝がん、胃がん、前立腺がんが既に完   

成しており、現在、食道がん、膵臓がん、胆道がん、大腸がん、腎がん、卵巣がん、   
皮膚がんが作成中である。   

（〕（財）日本医療機能評価機構の医療情報サービス事業（通称：Minds）において、   

診療ガイドライン等をデータベース化し、インターネットを介して広く情報提供を   
している。がんについてはこれまでに、肺がん、肝がん、胃がんと大腸がん検診を   
医療提供者向けに、 胃がんを一般（患者・国民）向けに情報提供を行っている。   

（⊃ また、がん対策情報センターのホームページ「がん情報サービス」において、一   
般向け、医療関係者向けのサイトをつくり、編集方針及び内容審査の基準をもうけ   
てコンテンツの作成を行っている。   

医療関係者向けには、診療ガイドライン等を含む科学的根拠に基づいたエビデン   
スデータベースを作成するとともに、よりわかりやすい内容としたものを一般向け   
のサイトに掲載している。このエビデンスデータベースの作成については、一定の   

評価基準に従い、その内容を判断した上で採否を決めている。  

（国における今後の取組）  

－⊃ ガイドラインの作成の支援を続けるとともに、ガイドラインも含めがん医療に関   

する最新情報を適宜収集し、国立がんセンターのがん対策情報センターのサイト等   

に掲載し、医療従事者及び一般国民向けに周知を図る。  
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医療情報サービス事業（通称：Minds）について  

（財）日本医療機能評価機構において、医療提供者向け・一般向けの診療ガイドライン等をデー  

タベース化し、インターネットを用いて医療提供者や患者・国民に情報提供する事業を実施  

※平成16年5月より情報提供開始  

Hlnds  Mlndsについて  

Mlndsの使い方  

情報提供者について  
医療惰報サービス  

ソ王■J刷仙畔エ！ノリ′rざ∫h上再：トーい上J⊥ノこ…iハノ・・ぐ  厚生労働相学研完膏補助金により試披公開中  

岳云惑話頭   ログインするとMindsの全情報、   

全機能がこ利用になれます。  
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枇止   

日診療ガイドライン（五十看惜）   
フル▲ンハイマー聖痢具見遣広見邑岬月王屋 
食悼脚茸掛帥狂態クモ坤下軸鞘欄徳紺痢貰魯什信 明虞造血圧   
脚月ドメスティック・バイオレンス盈丘塩息前立は肥大症   
大Ⅲ骨頚部／転子部骨折大腸びん椎誇漉．昆直也謎温度昆真空屋鹿紹石崖   
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お初らせの一覧を全て賽示   

〔コ仙ndsをお圧しlになる方は必ずお読みください  

－蛙の苫揮ご醜工   
推奨環鳩  

一覧を棄て表示   

望利用条件  

日払血をご印刷こなも陛には、下記の事り用兵件についてご確詑ください。  

胆岬リ サライノ岬シニ ケービス机用規約 草書婁頂  

、ヘルプ レワイトマップ ′・トップページ  
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対象とする疾恵を選択してくださし、。  
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